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工学域支援課(SPARC担当宛)　   055-220-8733
生命環境学域支援課(SPARC担当宛)　   055-220-8807

coming and going

SPARCとは "Supereminent Program for Activating Regional Collaboration" の略称で、
直訳すると《地域連携活性化のための卓越したプログラム》という意味になります。
このSPARCは、文部科学省において２０２２年度から開始された、地域社会と大学間の連携を
通じて新しい価値を創造し、分野横断的に課題解決に挑む地域人の育成を目的とした事業です。
山梨大学のSPARC事業における教育プログラムは、山梨県立大学とも連携し、地域と密接にかか
わりながら
 
  　　　現状を分析し、目的や課題を明らかにする
  　　　既存の枠組みにとらわれず、これまでにないサービスやアイデアをつくりだす
 　　　 サービスやアイデアを、最適な方法で社会に向けて発信する
 
これらの 『価値を みつける！ つくる！ とどける！』 を、山梨まるごと題材に実践するプログ
ラムです。
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山梨大学山梨大学
SPARC教育プログラムSPARC教育プログラム

 

山梨大学には「環境科学の社会実践プログラム」と「地域課題解決実践プログラム」、
「工学の社会実践プログラム」の3つのSPARC教育プログラムがあります。
「環境科学の社会実践プログラム」は生命環境学部・環境科学科、
「地域課題解決実践プログラム」は生命環境学部・地域社会システム学科、
「工学の社会実践プログラム」は工学部・工学科総合工学クラスに入学後、
 申請することでプログラム生になることができます。

●製造業／経営・経済的知識も有し、地域貢献できる人材。

●情報通信・ICT業／デジタル社会をリードできる人材。

●公務員・技術系コンサルタント／地域課題が解決できる人材。

工学の社会実践プログラム工学の社会実践プログラム

社会とつながり、地域の役に立ちたい
工学のスキル（技術）を身につけたい
工学により地域の社会問題を解決したい

本プログラムでは、工学部工学科の各専門科目を学び、必要なスキル（技術）を身につけるとともに、山梨県
立大学や他学部との連携開講科目（社会科学系科目）も学びます。その学びから複雑な社会を理解し、認識す
る目を養います。その上で、自由な思考の下、地域の抱える社会的課題の本質を議論します。そして、工学科
のHUB（ハブ）となり、「工学」により社会的課題を解決し、地域の新たな価値を創造できる人を育てます。

山梨大学工学部・工学科に所属して、専門の基礎科目や応用科目を履修しながら、さまざまな課題を解決し、
生活をより良くするために専門をどのように役立てるのか工学の社会実践について学びます。

魅力的な専門科目群

他学部や他大学と連携してい
る文科系科目を履修し、県内
企業・自治体など外部の有織
者の協力も得ながら大学や専
門を越えた学びを通じて社会
を理解し問題を認識する目を
養います。自身の専門性を社
会課題にどのように活かすこ
とができるか、実習や研究を
通じて探究を重ね、解決に向
けて社会に提案します。

期待できる将来像

修了証の授与

プログラム理念

以下の条件を満たすことでプロ
グラム修了証が授与されます。

 １．工学科の卒業に必要な単位
　　 をすべて修得
 ２．プログラム必修科目（PBL
  　　科目等）をすべて修得

●社会と科学技術 ： 工学を学ぶ意義について社会的課題解決の事例

　　から学びます。

●地域リーダー養成特別演習･実習：地域の企業や人との交流を通し

　　て地域の課題を探究します。

●キャリア形成実習：工学の社会実践によるキャリア形成(自己実現)

　　と地域の社会問題解決について学びます。

カリキュラム

こんな夢を叶えたい人に…

工学部 工学科 総合工学クラス工学部 工学科 総合工学クラス
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地域活性化人材育成事業～SPARC～

教育プログラムの流れ―――

山梨大学

※2026年度以降、科目名が変更になる場合があります

 ●



環境科学の社会実践プログラム環境科学の社会実践プログラム

 自然が好き、自然を守りたい
 豊かな自然と両立する生活の実現に貢献したい
 環境に関わる新しい仕事をつくりたい

山梨大学生命環境学部・環境科学科に所属して、専門の基幹科目や応用科目を履修しながら、自然社会の
さまざまな課題を解決し、生活をより良くするために専門をどのように役立てるか環境科学の社会実践に
ついて学びます。

地域課題解決実践プログラム地域課題解決実践プログラム

●地方公務員／県、市町村の行政で人口減少やインフラの劣化を見据えたスマート自治体への転換を企画立案。

●地域コンサルタント／地域住民、企業が直面する課題に対して、地域資源などを活用し地域づくり。

●金融機関／地元顧客企業の金融・財務活動支援を通して地域環境の保全や地域活性化を実現。

●マスコミ／地域のライフラインでもあるメディア情報の報道、広報活動によって地域を支援。

山梨大学生命環境学部・地域社会システム学科に所属して、専門の基幹科目や応用科目を履修しながら、地
域社会のさまざまな課題を解決し、生活をより良くするために専門をどのように役立てるか地域課題解決実
践について学びます。

 物事に主体的に取り組む力を身につけたい
 地域おこしや、まちづくりに関わってみたい
 地域課題の解決に向けて、新しい事業を起こしたい

●公務員／地方自治体、独立行政法人、公益法人ほか国立公園などの自然保護官として環境事業に従事。
●環境ビジネス／官公庁や民間企業等に対して環境保全に関する企画立案、調査、解析などを行うコンサル業。
　　再生可能エネルギー、リサイクル、環境浄化再生など、地域環境および地球環境改善に貢献する製造業ほか。
●地域プロデュース／議員、地域研究者、社会活動家（NPO法人）、福祉人、広告・DTP・アートディレクター
　　などとして地域活動に個人で携わる一方、そのかかわりを繋げてトータルにコーディネートを行う。

●富士山学：世界遺産富士山をとりまくさまざまな歴史　
　　と自然、生活、取り組みを知ることで、地域や社会
　　という概念を広く究めます。
●地域計画学：その地域におけるさまざまな開発や自然
　　環境保全および地域で展開される産業と経済、社会
　　や文化等の諸活動の活性化と持続のための計画制度
　　の基礎を学びます。
●環境科学地域PBL実習（探究型科目）：地域の特徴、
　　価値、課題について共同で実地調査と分析を行い、
　　社会を変える動機と行動力を身につけます。 

魅力的な専門科目群

本プログラムでは、先を見通しにくい現代において必須の、自由な思考の持続を支える『教養』と自分たちの社会
を『俯瞰する力』を養います。その上で、地域づくりやソーシャルビジネスなど、さまざまな現場での『学び』と
『対話』と『実践』の絶えざる往復を通して、地方創生の新たな姿を探る人を育てます。

自由な思考を可能とする教養と
社会に対する確かな理解を土台
に、地域づくりやソーシャルビ
ジネスなどのさまざまな現場で
の学びを積み重ねることで、地
方創生の新たな姿を探っていき
ます。

期待できる将来像

修了証の授与

プログラム理念

以下の条件を満たすことでプログラム修了証が
授与されます。

  １．地域社会システム学科の卒業に必要な単位
　　（124単位）をすべて修得
  ２．地域社会システム学科の卒業に必要な単位　
　　  内のSPARC修了要件である科目を修得
  ３．プログラム必修科目（PBL科目）14単位を
　　  すべて修得

生命環境学部 地域社会システム学科生命環境学部 地域社会システム学科

●社会科学入門：現代経済システムや企業経営、公共政策
　　等に関する基本的な知識を学ぶとともに社会の実態を
　　観察し『社会を見る目』を養います。
●地域計画学：その地域におけるさまざまな開発や自然環
　　境保全および地域で展開される産業と経済、社会や文
　　化等の諸活動の活性化と持続のための計画制度の基礎
　　を学びます。
●地域PBL演習（探究型科目）：地域の特徴、価値、 課題
　　について共同で実地調査と分析を行い、 社会を変える
        動機と行動力を身につけます。

カリキュラム

こんな夢を叶えたい人に…

生命環境学部 環境科学科生命環境学部 環境科学科

魅力的な専門科目群

本プログラムでは、地域課題に当事者として向き合う動機を育み、地域の声に耳を傾けながら、環境破壊や自然災
害による恩恵の損失を減らす行動力を培います。あわせて、風土に根ざした持続的な農林水産業を提案し、住空間
を創出するなど、自然と社会の価値を再発見、再構築、あるいは新たに創造する人を育てます。

実践を通して身体経験と思考を重
ね、主体的かつ対話的に学びを繰
り返すことで、自然と社会の中で
生きているということ（静的構
造）、それらとの関係性が動いて
いるということ（動的構造）を受
けとめ、課題解決と自己実現へ向
かう動機を育みます。

期待できる将来像

修了証の授与

プログラム理念

以下の条件を満たすことでプログラム修了証が
授与されます。

 １．環境科学科の卒業に必要な単位（124単位）
　　 をすべて修得
 ２．環境科学科の卒業に必要な単位内のSPARC
　　 修了要件である科目を修得
 ３．プログラム必修科目（PBL科目）12単位をす
　　 べて修得

カリキュラム

こんな夢を叶えたい人に…

※2026年度以降、科目名が変更になる場合があります
※2026年度以降、科目名が変更になる場合があります
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